
令和５年度 農振除外、農地転⽤、開発許可申請、地区計画策定
令和６年度 造成⼯事
令和７年度 造成⼯事、⽴地事業者への⼟地所有権移転、建設⼯事開始
令和８年度 建設⼯事
令和９年度 操業開始（計画認定後５年以内の付加価値額の創出が必要）

（２）今後の予定（令和５年度以降）

（１）これまでの経緯
令和4年2⽉ 〇地権者意向調査（事業者募集など次の段階へ進めることについて）

意向調査の結果、条件付きを含め約９割近い地権者の同意が得られた。
4⽉ 〇⽴地開発提案募集
5⽉ 〇⽴地開発事業者グループを選定
7⽉〜〇事業者グループによる地権者への個別訪問を開始

事業への協⼒、⼟地の売渡承諾を依頼
12⽉ 〇地域未来投資促進法の⻑野地域基本計画の変更同意

産業用地の確保について
１．エムウェーブ南産業用地開発について

令和４年度第１回⻑野市商⼯振興・雇⽤促進審議会

資料５

位置図及び概要 【長野市大豆島地区エムウェーブ南産業用地】

所在地 長野市大字大豆島、大字風間

面積
（地目）

約11ha （田8.7ha、畑0.9ha、雑種地0.1ha、道・
水路1.3ha）

土地利用
規制

現況：市街化調整区域、農業振興地域内農用地区域
将来：農振除外～農地転用許可後、市街化編入予定
（工業系用途）

アクセス
国道１８号線まで約３ｋｍ
上信越自動車道 須坂・長野東 ＩＣまで約３.5ｋｍ
ＪＲ長野駅まで約５ｋｍ

開発
事業者

北野建設株式会社
株式会社第一土建コンサルタント



２．篠ノ井駅⻄⼝用地の活用について

（１）これまでの経緯

 平成６〜８年 国鉄清算事業団から購⼊（⼟地開発公社による先⾏取得）

 平成９年〜 篠ノ井駅⻄⼝東⻄⾃由連絡通路及び⻄⼝駅前ロータリーの整備
駐輪場、送迎⽤駐⾞場、遊園地の仮設整備

 平成28年 篠ノ井住⺠⾃治協議会、商⼯会議所篠ノ井⽀部、篠ノ井地区区⻑会から市⻑要望
「駅⻄⼝へ南部図書館移転について」

 平成29年 公共施設配置について考える市⺠ワークショップ開催
 平成30年 篠ノ井地区三団体交流会から「南部図書館改築・整備」について市⻑要望
 平成31年 図書館建設等サウンディング型市場調査を実施（17団体参加）
 令和元年 未利⽤地活⽤及び南部図書館移転を含めた複合施設整備検討 ※方針決定には至らず

 令和３年 商⼯会議所篠ノ井⽀部から市⻑要望（4⽉）
「篠ノ井駅⻄⼝低未利⽤地への企業誘致のための⼟地提供要望」

篠ノ井地区三団体交流会から市⻑要望（6⽉）
「南部図書館を核とした篠ノ井駅⻄⼝低未利⽤地の活⽤について提案(要望)」

 令和４年 炭ガラ埋設量（北側エリア）の詳細調査実施（9⽉〜11⽉）
送迎⽤駐⾞場の利⽤実態調査実施（11⽉〜12⽉）

（２）今後の⼟地利⽤⽅針

ロータリー北側

送迎用
駐⾞場

駐輪場等

公共用地として確保

民間売却

JR貨物
所有地

ロータリー南側

公共用地として引続き確保
↓
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等

●「（仮称）⻑野市産業⽴地ビジョン」は、次のことを⽬的に策定する。
①本市の産業構造や⽴地ニーズ、産業⽤地開発の可能性がある⼟地などを整理すること
②本市の産業振興に寄与する産業⽴地のあり方を分析すること
③効果的な産業⽤地開発に関する方向性を明らかにすること

●現状分析（内部環境及び外部環境） ●⽴地ニーズの状況 ●産業集積の展望
●産業⽤地開発の方針 ●候補地カルテ ●開発⼿法の整理 など

●産業⽤地の空きが
ほとんどない

●市内外企業の⽴地
ニーズは高まっている

・市内企業の市外流出
・市外企業の誘致機会
の喪失

しかし、

都
市
の
持
続
可
能
性

を
高
め
る

税収の確保

産
業
用
地
開
発

雇⽤の確保

地域経済へ
の波及効果

●⼟地は有限である
●市街化区域 → 産業⽤地として活⽤できる⼟地はない
●市街化調整区域 → ⼟地利⽤規制がある

産業用地開発を
戦略的に進めていく必要がある

●ビジョンを産業⽤地開発の関係者（地権者や⺠間事業者等）と共有し、
どこで・誰が・どんな⼿法で・どんな産業集積を図るかについて、具体的に計画に落とし込む。

（
中
間
報
告
）

審
議
会

（
ビ
ジ
ョ
ン
案
）

審
議
会候補地検討状況等

ビ
ジ
ョ
ン
決
定

・本市（全国）の現状や動向把握
・開発の意義や必要性 ・候補地の選出
・産業集積 ・開発手法 ・先進地の事例

調査・分析

・候補地や産業集積の検討
・産業⽤地開発の⽅針検討

ビジョン策定

３．「（仮称）⻑野市産業⽴地ビジョン」の策定について
（１） 背 景

（２） 目 的

（３）主な内容（案）

（４）作業⼯程（案）


